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はじめに

“へき地実習，’は、岩見沢校の特色として言挙げきれるものの一つである。受験生が、志望動機に

へき地教育への興味・関心をあげることも少なくない。いわく、「へき地教育に興味があり、ぜひへ

き地実習に行きたい」等々。ただし、“へき地実習，’はへき地校へ出かけて実地に学ぶという意味で

の呼び名であって、カリキュラム上の「教育実習」ではなかった。

平成11年度からの学校教育教員養成課程への改組にあたり、岩見沢校の特色として内外の期待を集

める“へき地実習'，の見直しをはかった。その結果､教育実習を再編し、主免許の小学校教育実習（６

単位３年次）と副免許の中学校教育実習（２単位４年次）を必修とするほかに、ヘき地教育実習

（２単位２年次）と小規模校教育実習（２単位４年次）を選択履習できるようにした。ここに“へ

き地実習”は、名実ともに「教育実習」として位置づけれられた。

それにともない、運営は教育実習委員会が所管することになった。私は、たまたま11.12年度の教

育実習委員長を務めたことから、長い歴史をもつ“岩見沢校のへき地実習”をふりかえりつつ、平成

１２年度の実施経過と今後の課題を整理しておきたい。

1。“ヘき地実習，,の歩み

岩見沢校におけるへき地教育の教育研究については、すでに笹鴫勇治郎、渡邊守夫、佐藤有の諸先

生による論考がある*。ここでは、“へき地実習,，の変遷を運営の面から概観してみたい。

＊笹嶋勇治郎｢実地指導導入による「へき地．複式教育」に対する授業改善の試み」『年報いわみざわ』創刊号1979

年／渡邊守夫「教育実地研究「へき地・複式教育」の実際について」『年報いわみざわ』２号1980年／佐藤

有｢へき地学校教員養成課程の現状報告~北海道教育大学岩見沢分校における「へき地教育実習｣｢複式教育実習」

の試み－」『環北太平洋の地域研究と異文化理解教育』1994年

講義科目名、受講学生数、実習協力枝を整理すると、これまでの歩みは、前史をふくむ四つの時期

に区分することができる（資料１参照)。

（１）前史講義「僻地教育」のころ：昭和52年度まで

昭和30年代の初め、岩見沢分校（当時）は、僻地教育研究所（当時）のなかでも先進的な調査研究

に取り組む分校であった。それを牽引したのは、教育学の奈良一三先生である。占冠村、日高町、大

滝村につづく幌加内町母子里の調査は、昭和40年の全学プロジェクト「僻地社会の開発計画と生活設
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岩見沢枝の「ヘき地実習」のあゆみ資料１

123

講議科目名 年度
受講学生数

2年次４年次計
協力校数（日数）

｢‘僻地教育」

区分：教職専門（自由選択）

昭和52年度

まで

集中講議｢へき地教育

式教育」

」
● 「複

区分：教育専門（選択必修）

「複式教育」を「小規模校教

青」に名称変更

昭和53年度
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２７３８６５

２２４８７０

３０４０７０

４０３０７０

３８３２７０

３３３４６７

４５３０７５

４２３１７３

３８３０６８

４０２７６７

４１２７６８

４４２４６８

３０２３５３

１６２６４２

3７２５６２

4４３０７４

4６３２７８

4７２７７４

幌加内町７校(３泊４日）

幌加内町６校(３泊４日）

幌加内町５校(３泊４日）・積丹町４校(３泊４日）

幌加内町５校(３泊４日）・積丹町５校(３泊４日）

幌加内町５校(４泊５日）・積丹町４校(４泊５日）

幌加内町５校(３泊４日）・積丹町５校(３泊４日）

幌加内町５校(４泊５日）・積丹町５校(３泊４日）

||滉加内町５校(４泊５日）・積丹町５校(４泊５日）

幌加内町５校(４泊５日）・積丹町５校(３泊４日）

｜幌加内町５校(４泊５日）・積丹町４校(４泊５日）

幌加内町５校(４泊５日）・積丹町５校(４泊５日）

幌加内町５校(４泊５日）・積丹町５校(４泊５日）

'１滉加内町４校(３泊４日）・積丹町５校(４泊５日）

幌加内町４校(４泊５日）・積丹町５校(４泊５日）

幌加内町４校(４泊５日）・積丹町５校(４泊５日）

|幌加内町４校(４泊５日）・積丹町５校(４泊５日）

|幌加内町４校(４泊５日）・積丹町５校(４泊５日）

幌加内町４校(４泊５日）・積丹町５校(４泊５日）

幌加内町４校(４泊５日）・大滝村１校(４泊５日）

岩見沢市２校(５日通学）

幌加内町４校(４泊５日）・大滝村３校(４泊５日）

岩見沢市２校(５日通学）

'１晃加内町４校(４泊５日）・大滝村３校(４泊５日）

岩見沢市２校(５日通学）

中頓別町１校・月形町１校で試行(６泊７日）

幌加内町４校(４泊５日）・大滝村３校(４泊５日）

中頓別町１校(６泊７日）・月形町１校(６泊７日）

岩見沢市１校(６日通学）

「へき地教育実習

模校教育実習」

」
●

区分：教育実習（選択）

「小規 1２ 4９３５７４ ||滉加内町４校(４泊５日）・大滝村３校(５泊６日）

中頓別町１校(６泊７日）・月形町１校(６泊７日）

夕張市１校(６泊７日）・岩見沢市１校(６日通学）
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計に関する教育的実験研究」に発展していった。

奈良先生は、その後も分校内の関心を持続させるべく、教官による“へき地宿泊研修”を実施し、

毎年、２０人前後の分校教官が参加したという。一方、学生に対しては教職専門の科目（自由選択）と

して「僻地教育」を開講し、５１年度まで担当した。

奈良先生が退官した52年度は、学校教育系の教官が共同で「僻地教育」を担当した。笹嶋先生によ

れば「奈良教授ほどの実践研究のキャリアがなく、せっかくの講義も色槌せるばかりであった」とい

うが、新しい講義科目としてリニユーアルするチャンスでもあった。折しも、岩見沢分校は、昭和５３

年度から小学校教員養成課程のみで再出発することになっていた。新しいカリキュラムを構想するな

かで、へき地校において実地指導を行う「へき地教育」。「複式教育」を教育専門科目（選択必修）

として新設することになった。いわば、かつての教官を対象とした“へき地宿泊研修'，の学生版であ

る。

新設科目のねらいはこれに止まるものではなく、「教育実習のあり方、教職教育のあり等、初等教

育教員の養成に相応しいカリキュラムの作成、授業改善という観点から検討された」ものであった。

とくに教育実習の観点からは、「観察参加も含めて、１年次から４年次までの全期間にわたって継続

的に実施することを基本にし、３年次６週間の教壇実習を中心にその事前事後指導を強化する」構想

をもっていた。そのため、２年次に「へき地教育｣、４年次に「複式教育」を開設して、教育実習の

体系化をめざしてもいた。

（２）集中講義「ヘき地教育」・「複式教育」のころ：昭和53年度～平成７年度

昭和53年、「へき地教育」と「複式教育」は、教育専門科目（選択必修）の集中講義として、次の

ような趣旨をもって開講された。

へき地教育：２年次を対象とし、理論的な概論とあわせて、学校、子ども、教師、地域に直接

ふれるなかで、へき地教育についての一般的認識を得る。

複式教育：４年次を対象とし、へき地教育の認識を土台にしながら、複式授業の教壇実習を

行う。

講義内容は、大学での事前指導と幌加内町の協力枝における実地指導で構成し、大学教官ならびに

協力枝の全教職員が指導にあたった（当時のようすは、笹島、渡邊両先生の論考を参照されたい)。

実施時期は、主免の小学校教育実習（３年次履習）が行われる９月の夏休み期間中とした。

「へき地教育」・「複式教育」の講義は、すぐに学生の注目するところとなり、翌54年度は150名

余りの受講希望があったという。そのため、５６年度からは積丹町の協力校が加わって、毎年70名程度

の受講定員を確保できるようになった。同じ時期に行われる小学校教育実習に対して、“ヘき地実習”

の呼び名が定着するのはこの頃であろうか。

全体の運営は、学校教育系（教育学、心理学、総合教育）の教官が共同で担当したが、他系の教官

（希望者）も指導教官として参加し、学生と寝食をともにした。

宿泊をともなう実地指導では、交通手段と宿舎の確保が不可欠である。前者については、大学のバ

スを使用することで費用の軽減をはかった。宿舎については、幌加内町の場合は協力枝に近接する公

民館、生活改善センターなどを借りて自炊することとした。積丹町では、町研修センターにおける合
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同合宿であったが、宿舎と学校が離れているため、学生の通学には町のスクールバスを利用させても

らうことになった。

その後、積丹町における“へき地実習”は、児童数が減ったことによって受け入れ学生数が限られ

るとともに、現地での通学上の問題もあり、平成７年度をもって終了した。

ちなみに、この時期の運営を担った渡邊守夫先生は平成６年、笹嶋勇治郎先生は平成７年に退官さ

れたが、渡邊先生が、毎年、精魂込めてつくったガリ版刷りの事前指導資料は、今曰もなお運営の指

針となっている。

（３）模索、試行のとき：平成８～11年度

積丹町にかわる協力枝は、門脇正俊先生の尽力によって、胆振管内大滝村１校および岩見沢市内２

校で受け入れることになった。大滝村とは、かつて調査研究を行った経緯や、総合教育研究室が北大

セミナーハウスで合宿研修を行う際に、学校訪問を続けてきたことなど、これまでのつながりがあっ

た。岩見沢市内については、従来の遠隔地という枠を見直し、今後、都市近郊においても小規模校化

がすすむことを視野に入れたものである。ちなみに、９年度から「複式教育」の名称を「小規模校教

育」に変更した。

大滝村では、９年度から２校が協力枝に加わり、学生の受講希望に応えられるようになった。とこ

ろが、宿舎の北大セミナーハウスからの登下校は困難をきわめたため、窮余の策として門脇先生が大

学のワゴン車で送迎するという、運営上の問題をかかえることにもなった。

児童数の減少は幌加内町においても著しく、当初７校あった協力枝は統廃合によって４校となり、

さらに児童数10名以下の極小規模化がすすみつつあった。当然、受け入れ学生数には限りがあった。

また岩見沢市の２校も、統合によって1校となることが決定していた。

そのため、新たな協力校を開拓するぺく、１０年度には、宗谷管内中頓別町１校と空知管内月形町１

校において、“へき地実習'，を試行した。幸い、学生たちの真塾な態度が評価されて、いずれも協力

校として現在に至っている。

全体の運営は、１０年度まで学校教育系の教官が担っていたが、指導教官については他の系からの希

望者が減少して、指導教官の配置にも頭を悩ます状態となっていた。減少傾向はさまざま要因を含ん

でいるが、最大の課題は、四泊五曰の長期にわたる滞在とそれに対する旅費の手当てが十分ではない

ことであった。

こうしたさまざまな課題をかかえながら、11年度に学校教育教員養成課程が発足した。この年は新

旧カリキュラムの移行期にあたるので、講義科目名はこれまで通りにしたが、運営は新体制で取り組

むべく、教育実習委員会のへき地部会が担当することになった。各系から選出する実習委員は、へき

地教育との関わりを持つ教官であるとは限らない。言うなれば、この分野については素人である。ヘ

き地部会としては、これまでの蓄積に学びつつ、協力校との諸連絡、事前指導などを組織的に運営す

るための模索、試行をくり返した｡

(mへき地教育実習。小規模枝教育実習となって：平成12年度～

平成12年度は、新カリキュラム「ヘき地教育実習」の初年度にあたる。４年次は旧カリキュラムの
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移行期にあたるが、実質的には「小規模枝教育実習」として運営した。

実習の趣旨そのものは昭和53年当時と同じだが、以下のような表現に改めた。

へき地教育実習：２年次学生を対象とする。へき地の学校、子ども、地域の実際に触れることに

よって、へき地教育についての実践的な認識を深めるため、観察参加を中心に

実習を行う。

小規模校教育実習：４年次学生を対象とする。「へき地教育実習」や３年次における「小学校教育

実習」の経験をふまえて、複式授業または少人数学級について実践的な認識を

深めるため、観察参加と教壇実習を行う。

協力校の開拓は依然として課題となっており、実習委員の能條歩先生(理科教育)の紹介によって、

新たに夕張市での受け入れが実現した。

一方、幌加内町では新年度に入ってから学級減が生じたため、受け入れ学生数を維持するのが難し

くなった。幸いにも、12年度にはじめて複式学級を設置した幌加内小学校に協力枝を引き受けていた

だいたことにより、学生数を減らすまでには至らなかった。

１２年度の運営については、次節以降で述べたい。

2.指導計画立案から事前指導まで

指導計画の立案はすでに前年度から始まっている。とくに、実習期曰は、２月ころに決まる各学校

の年間行事予定をふまえて調整しなければならない。

平成12年度は、へき地部会実習委員の交代がなかったので、前年度末から新年度当初にかけての業

務は比較的スムーズに進行した。事前指導までの経過を時系列で示すと、以下の通りである。

１月中旬協力枝と関係教育委員会に実習依頼（期日と受け入れ人数）文書を送付。

２月中旬大滝村校長会の席を借りて運営協議。実習期日を決める。

３月下旬各協力枝の実習期日が確定する。

４月上旬教育実習委員会で、指導計画案と年間予定を提案する。

５月１０曰学生に対して協力枝。実習期日・定員（資料２参照)、および今後の予定を掲示し、受

講申し込みの案内をする。学生は、市町村名に希望順位をつけて申し込む。

５月31日受講申し込みを締め切る。

６月７日ガイダンス

○受講申し込み人数を発表して、以下の要領で受講生を確定する。

＊第１希望が定員を満たしている場合は、決定。

＊第１希望が定員を超えている場合は、抽選。

＊第１希望が定員に満たない場合は、第２希望から抽選。

＊事前に連絡のない欠席者は、抽選に参加する権利はない。

○12年度の場合、定員72名（２年次47名、４年次25名）に対して、117名（２年次83名、

４年次34名）の申し込みがあった。平均倍率は1.6倍だが、抽選になったのは岩見沢市、

幌加内町および大滝村の４年次、月形町２年次である。
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資料２

平成12年度『ヘき地教育実習』・『小規模枝教育実習』

北海道教育大学岩見沢枝

２年次４年次

Ｚ

127

学校名
４年次

男 女

2年次

男 女
計 期間 交通手段・宿泊など

宗
谷
管
内
中
頓
別
町

敏音知小学校

(３学級）
２ 1 ２ ６ 11

８月30日（水）
￣￣ ９月５日（火）

交通費：ＪＲ＆バス

滞在費：コテージ使用料

自炊、給食費、教材費

費用：約３万円

胆
振
管
内
大
滝
村

大滝小学校

(３学級）

優徳小学校

(３学級）

北湯沢小学校

(３学級）

１

１

２

３

３

１

２

２

５

６

４

９

1２

９

８月31日（木）
－－ ９月５日（火）

大学バスで往復

大滝セミナーハウス

費用：約８千円

岩
見
沢
市

メープル小学校

(４学級）
２ ２ ５ ３ 1２

９月11日（月）

-16日（土）

通学（路線バス）

給食費など

空
知
管
内
月
形
町

昭栄小学校

(３学級）
１ ２ ３

９月24日（日）

-30日（土）

学校の研修室（和室）

寝具持ち込み、自炊

費用：約５千円

空
知
管
内
幌
加
内
町

沼牛小学校

(３学級）

幌加内小学校

(６学級）

政和小学校

(１学級）

朱鞠内小学校

(２学級）

１

１

２

1

１

１

２

１

１

1

１

１

６

２

２

４

９月25日（月）

-29日（金）

大学バスで往復

校区ごとの公民館など

自炊

費用：約６－７千円

℃

夕
張
市

滝の上小学校

(３学級）
２ ２ ４

１０月15日（日）

-21日（土）

交通費：ＪＲ＆バス

宿舎阿部宅：自炊

費用：約６ ￣￣ 7千円

合計 ９ 1６ 1９ 3０ 7４






















